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体育指導者の特質
――東京市の「夜間体育実行会」に焦点を当てて――
文学部教育学科准教授
関　　直規
日本語要旨
　本稿は、東京市の代表的な市民体育事業であった「夜間体育実行会」に焦点を当てて、
1920 ～ 30年代の市民体育の形成過程と体育指導者の特質を考察したものである。検討の結
果、次の点が明らかになった。
　第一に、東京市の市民体育政策は、三橋義雄を採用し、始まった。三橋は、欧米大都市体
育の動向を視察し、従来の体育の民衆化と生活化の論理に基づき、「夜間体育実行会」を推
進した。
　第二に、この事業の種目は、体操と遊戯が中心であり、その後、女子対象の体育ダンスを
配した。会場は増加し続けたが、他方、一回あたりの平均参加者数は、約50 ～ 60人を維持した。
地元の小学校の利用は、就業後に出席した地域住民の交流に役立った。
　最後に、三橋兄弟、藤本光清及び三橋体育研究所の所員が体育指導者の役割を担った。市
民の経済的・社会的背景、年齢や習熟度は非常に幅広かったので、市民生活の多様性を理解
し、大都市に適した先駆的な取り組みを実現した。
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おわりに
はじめに
　従来、学校の枠内で扱われがちだった体育は、1920年代に入り、社会的な広がりの中で再
定義されるようになる。文部省は、1922年に体育思想の普及のため、運動体育展覧会を教育
博物館で開催し、各種競技の実演や講演会等を行い、また、1924年に国民に体育実践を呼び
掛けた「全国体育デー」を実施する等、社会体育の奨励策を開始した（1）。そうした影響は、
全国各地に及んだ、と考えられるが、実施の現場でどのように社会体育が行われていたのか
については、必ずしも十分に明らかにされてこなかった（2）。
　本稿は、1920年代に体育の専門家を採用し、社会教育課内に体育係を設置して、各種の市
民体育事業を開発した東京市の事例に注目しながら、その主要な取り組みの一つだった「夜
間体育実行会」の現場を検討する（3）。この事業は、市の市民体育政策で、最も継続的かつ
組織的に展開したもので、同時代の川本宇之介は、「全国的に広めたいものである」（4）と高
く評価している。本事業の考察で重要だと思われる点は、先駆的活動の担い手の論理と、実
際の指導体制の構築であろう。大都市の複雑な労働・生活環境の下で、新しい時代が求めた
「夜間体育実行会」は、いかなる論理に基づくもので、多様な市民を対象とする体育指導を、
どのように実現したのであろうか。
　以上の点をふまえ、Ⅰでは、東京市の市民体育施策の中心的担い手であった三橋義雄の市
民体育論を検討する。次いで、Ⅱで、市民体育事業の系譜を整理し、「夜間体育実行会」の
現場の実施状況を明らかにしつつ、活動のあり方に影響した体育指導者の特質について考察
する。なお、主な検討対象期間は、この事業が成立・展開した1920 ～ 30年代とし、東京都
公文書館、日本体育大学図書館及び筑波大学附属図書館（体育・芸術図書館）等が所蔵する
一次資料を用いている。
Ⅰ　三橋義雄の市民体育論
　①　体育の民衆化・生活化
　東京市の市民体育政策のキーパーソンは、三橋義雄である。三橋は、1894年に鳥取県に生
まれた。1917年に東京高等師範学校体操専修科、1923年には東京高等師範学校研究科（体操）
を卒業している。競技選手としても、1921年に上海で開かれた第5回極東オリンピック大会
に五種競技や円盤投等の日本代表として出場し、入賞を果たした。後述する兄喜久雄ととも
に、当時の体育界で広くその名が知られていた（5）。東京市との関わりでは、市民体育奨励
のため、1923年3月に嘱託として採用されたのが、最初であった。新聞報道があり、期待の
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高さがうかがえる（6）。その後は、1926年5月に社会教育課内に新設された体育係の初代係長
に就き、1927年から翌年にかけて、市の命で、欧米大都市体育の動向を視察している。1933
年の職制改正に伴う体育課の発足にあたって、体育係長を継続した。1939年に職を離れるが、
翌年、体力課長として復帰し、東京都成立直前の1943年に退職している（7）。このように、
およそ20年間にわたって、東京市の市民体育政策を中心的に担い続けてきた三橋に関して、
学校体育に注目した恩田裕の論稿があるが（8）、社会体育の分野の検討はなされてこなかった。
以下、三橋の市民体育論の基本的性格を検討したい。
　まず、三橋は、生物である人類にとって、「根本的生活力の保持向上」のために、体育は
不可欠だとし、生存系統、動作系統及び神経系統の健全を期するもの、とその意義を把握し
ている。また、教育は、生活力の根本に関わる体育から出発すべきであり、知育や徳育は、
体育の基礎の上に立つ、と主張した（9）。そして、人類の生存する所には必ず体育があるが、
それが行われる場に注目し、家庭体育、学校体育、軍隊体育ないし社会体育の四つに分類し
ている。この中で、社会体育に関して、「学校・家庭・軍隊に於ける体育以外の一般社会体
育即ち会社・銀行・工場・官衙等に於ける体育、其の他一般民衆体育にして、此の社会体育
は他の学校体育・家庭体育・軍隊体育と共に重大なる使命を有してゐる」（10）と解説しており、
具体的な場を想定し、社会体育の独自性を明確に認識していた。
　社会体育分野を開拓する論理として、三橋は、体育の民衆化と生活化を唱えた。前者につ
いて、「体育が非常に盛になつたとは云へ、未だそれ等が主に学生生徒の一部の間にのみ盛
んであつて、八千万同胞の立場から考へた時に、運動に体育に、恵まれない者の大層多い事
を遺憾に思ふのである。抑々体育は決して一小部分の人にのみ占有されるべきものではなく
て普く多くの人々の所有し得べきもの」（11）と論じた。明治期以降、欧米の体育や運動が、し
ばしば学校を経由し、日本に導入されたことで、体育は、学校や一部の選手層に限定されが
ちだった。そこで、老若男女の市民に体育をいかに普及させるのかが、三橋の大きな課題と
なるのである。他方、生活化に関して、「今茲に既に体育を実行してゐる人に就て見るに、
その多くは体育運動を何か特別の事のやうに考へて行つてゐるやうに思はれるが、勿論体育
は決して特別の事柄ではない。他の食事することや、寝ることや、其他の仕事と全く同様な
ものであつて、吾々の生活の一部である」（12）と述べている。単に、体育が普及するだけでな
く、市民の日常生活に組み入れられることで、その効果が発揮できる、と考えたのである。
　ところで、三橋は、1927年9月から翌年9月にかけて、市の命で、サンフランシスコ・シカ
ゴ・ボストン・ニューヨーク（アメリカ）、ロンドン（イギリス）、ストックホルム（スウェー
デン）、コペンハーゲン（デンマーク）、ベルリン（ドイツ）、プラハ（チェコ・スロヴァキア）
等の欧米大都市体育の動向を視察している。これは、体育係新設の翌年であり、国内にモデ
ルのない新しい体育分野であることから、参考事例を、欧米大都市に求めたのである。三橋
は、以下のように報告している。「之等都市に於て如何に当局者が体育なるものを理解し、そ
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の必要を認めて之を奨励しているかが窺はれる。…運動場と云ひ、体育館と云ひ、又その設
備と云ひ、又実行の組織と云ひ、実によく整つてゐて、誰でも極めて手軽に運動することが
出来るから、体育が仲々よく民衆化されてゐる。次で欧米諸国民の体育に対する見解は大層
進んでゐて、体育運動を特殊のものと考へないで、それが吾々の生活そのものである所の食
べる事や、眠る事や、其他の仕事と同様に、その人の生活中に織り込まれ、それが全く生活
の一部分になつてゐる。即ち体育が余程生活化されている」（13）。ここから、体育の民衆化と
生活化が、欧米大都市体育の動向と重ねて、議論されていたことがわかる。
　さらに、報告で、三橋は、今後の市民体育政策の課題として、次の諸点を指摘している。
①体育課を設け、一般民衆体育と学校体育とに関する一切統治管理すること、②市における
体育の系統を組織立てること、③体育館を設けること、④運動場を設けること、⑤学校の体
操場及び運動場を一定時間開放して之を一般民衆体育場とすること、⑥震災後に設けられた
小学校附設の小公園を改造して相当運動の出来る様にすること、⑦日曜日には一般市民をし
て休ましめ出来る丈郊外散策をなさしめること（14）。行政機構の整備（①・②）と活動場所
の確保（③～⑥）に分けられる。前者に関して、1926年5月に三橋は初代体育係長に就いたが、
同年12月の職制改正で体育係は廃されており、三橋は「遺憾千万」（15）と記している。しかし、
1932年に市に5郡82町村を20区として編入し、「大東京」が成立すると、教育の重視の観点から、
翌年、教育局に体育課が増設された。体育課は、体育係と学校衛生係から成り、体育係の担
当事務には、市民体育、学校体育、夏季施設其他体育施設、児童養護施設、其ノ他他ノ係ニ
属セザル事項を配している（16）。ここで、三橋は再び体育係長となり、市の体育行政に従事
するのである。他方、活動場所について、「運動場乃至運動設備は、悉く他の局の管理する
ところで、教育局の管理するものは一ヶ所もない。だから体育課に於て是等の場所や設備を
使はうとすると、それぞれ管理者の承認を受け或は相当の使用料を払はねばならぬ」（17）とい
う行政上の制約があった。こうした条件の下、③体育館や④運動場の新設よりも、⑤学校を
民衆体育場として活用する現実的な奨励策を採ることになるのである。
　②　各種体操の開発
　同時期の学校体育の展開として、文部省は、1936年に体操科教材等を示した「学校体操教
授要目」を改正した。1913年の公布後、1926年の改正を経て、この再改正で国家的基準性が
一段と強められていった（18）。その際、東京市では、三橋が中心となり、市内小学校の独自
方針を定めた「東京市体操科指導要目」を作成した。しかし、その運動の名称、配列や学年
配当等が、文部省の要目に反する点があるとし、翌年、東京府が、要目並びに教員の講習会
の取り消しを命じる、という大きな問題が発生した。三橋は、「要目が文部省のものと違ふ
と云ふが、文部省の要目に依つて作つたものだから実際は違はないと思って居る…全く文部
省のものと同一にして画一的にやらねばならぬものだとは思つて居ない。良いか悪いかは実
際にやつて見て云ふべきことだ」（19）と見解を示した。三橋は、従来から抽象的理論や原則が
先行しがちな教授要目を批判しており（20）、海外大都市体育の視察や、現場の指導経験から、
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体育指導には信念を持っていた。しかし、結局のところ、市は独自の要目を撤回し、三橋は
離職することになる。
　国家的統制が強まる時代の中で、三橋が、文部省とは異なる体操をあえて主張したのは、
体操への深い見識と豊富な経験の反映である。むしろ、それは、現実的かつ柔軟な発想が求
められていた市民体育分野で、生かされることになる。三橋は、「市民体操」（1924年）、「家
庭体操」（1927年）及び③「青年団体操」（1929年）を相次いで考案し、市民向けの体操を開発
した。体操の要点や姿勢の留意点等を記し、三橋自身が模範体操する写真付きパンフレット
や、図解ポスターも作成し、市民への普及が図られた（図1）。
　最も早い時期の市民体操は、「解剖生理の立場より系統的に、組織したもので、頗る容易
に何等の器具をも用ゐないで実行し得るもの」で、老若男女に関わらず、誰でもできる、場
所を問わず、どこでもできる、忙しい都市生活の中、短時間でできる、という三つの特徴を
備えた（21）。朝起床後行うことで、愉快な気持ちで仕事に取り掛かることができ、昼の仕事
の合間に団体で実施すると、心機一転し、愉快な気分で能率を増進でき、夜就寝前に行うと、
一日の疲労を回復し、安眠を得ることができるもので、日々の実行を勧めている。
図1　市民体操図解ポスター
出典）… …東京市役所『市民体操図解』刊行年不詳、縦30㎝×横55㎝。市民体操の運動順序、用意の姿勢、やり方、
回数、注意点が、モデル描写とともに、解説されている。
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　また、家庭体操は、市民体操の成功を受け、その二年後に発表された。「家庭体操を組織す
るに当つては、合理的で而も変化多く且つ興味の多いものを選んで最も愉快に実行し得る事
を主眼とした。従つて或は一人で又は一家打ち揃つて之を愉快に実行する事の出来る非常に
よいもの」（22）と説明している。家庭で行うことを基本としたが、会社、銀行、工場等を含め
て、どこでも、誰でも、いつでも実践できる点は、市民体操の趣旨を継承している。それに
加えて、リズムや変化をより重んじた点に特色が見られる。そして、青年団体操は、「血気
旺盛な青年諸君のみを対象としたものは殆ど稀である。而し老人には老人に適したものがあ
り、子供には子供に適するものが必要であり、青年にはそれに適する体操でなくてはならぬ。
従つて茲に掲げた体操は私が今日考へて青年諸君の体操として、最もよいと思つたものを選
んで組み立てた」（23）ものであった。市民体操と家庭体操は、あらゆる世代を対象に、一般的
な運動を提示したが、青年層に焦点を絞り、運動性を高めた体操を新設することで、体操の
体系化を試みたと言えるだろう。
　これらの体操は、特別な器具を必要とせず、時間や場所の制約を受けないため、体育のす
そ野を広げる有効なアプローチだったが、三橋の体操研究がその土台にあった。三橋は、世
界の体操の主流が、児童生徒の心身の発達過程に応じたもの、自然性に富んだ内容のもの、
形の体操でなくて、内容的な力強いもの、美の体操、趣味の体操であると分析して、この観
点から、日本の体操の拡充を訴えた（24）。さらに、「体操は之を行ふ人の心身の事情状態と之
を行ふ目的とによつて定まるものであつて、行ふ人自身の上に生まれるもの、見出すべきも
ので、真の体操は生命の躍動である。而して往々にして指導者の作った抽象的概念的形式さ
れた体操―之は真の体操ではない―を他動的に行はせ、或る鑄型にはめ込まんとする者があ
る。斬くては到底生命あり、新鮮生気ある体操たる事は出来ないで、機械的技術に過ぎな…
い」（25）と従来の体操のあり方を鋭く批判する。型に囚われ、概念的体操を相手に押し付ける
体育指導の形式主義を排し、対象の心身の発達や対象との関係性を重視する三橋の体操論は、
学校体育の改革をもたらすと同時に、市民向けの新しい体操の考案に結実していった。
　このように、三橋は、欧米大都市体育の動向をふまえつつ、体育の民衆化と生活化の論理
から、学校の活用を提案し、各種体操を実用化する等、新しい時代の市民体育を開拓していっ
た。次章では、東京市の市民体育事業を整理した上で、「夜間体育実行会」の現場に焦点を絞り、
さらに考察を続けよう。
Ⅱ　「夜間体育実行会」の現場と体育指導者
　①　市民体育事業の系譜
　当初、東京市は、本格的な市民体育政策を構想していた。所管する社会教育課は、生理、
飲食物、衣服、住居、衛生、心理、民衆体育、身体検査施行、民衆体育思想の普及、市民体
育指導員の養成等を検討課題とした。この内、中核となる民衆体育に関しては、都市民に適
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当なる運動遊戯ダンス、運動器具、独逸式体操と瑞典式体操との比較、武術、民衆体育設備、
公園学校運動場等の利用法、学校体操の民衆化、民衆体育指導方法の諸研究を、また、民衆
体育思想の普及について、民衆運動会開設、体育に関する展覧会開設、生理・衛生・民衆体
育に関する講習会及び講演会、各種競技の主催、体育関係者の協議会、調査研究事項と意見
発表の諸事項を具体的に挙げている（26）。市民の体育への関心を高めながら、施設・設備の
整備から指導法の開発に至るまで、総合的な体育環境を整備しようとしたことがうかがえる。
　社会教育課の新設直後の1922年の段階で、体育事業は、男女青年層を対象とした「夏季林
間修養会」に留まっている（27）。社会教育課は、構想の実現を三橋に委ねたのである。三橋
の下で具体化していった事業は、①水泳・陸上講習会、②競技会、③夜間体育実行会、④出
張指導、⑤講演会の五つに大別できる。上記の当初の構想に照らすと、①、②と⑤は民衆体
育思想の普及、③と④は民衆体育の実践指導の系譜に当たっている。
　まず、①水泳・陸上講習会は、市民の運動競技の技術習得のため、講師が数日間の講習を
行うものである。1924年に青山師範学校で開催された男女対象の体育講習会と、富士前小学
校を会場とする女子対象のバスケットボール講習会が最初であった（28）。その後、種目は柔道、
剣道、体操、水泳、陸上へと広がるが、1929年以降、芝公園の競技場とプールを会場とする
男女の水泳講習会と陸上競技講習会が中心となった。例えば、1931年7月、13歳以上の一般
市民を対象に、芝公園プールで三日間の水泳講習会が実施されている（29）。
　また、運動競技の促進を図ろうと、参加者を学生から市民に拡大したのが、②競技会である。
1924年10月、市民運動競技大会が駒場の農科大学運動場で開催され、16歳以上の男性を一般
市民と学生の二組に編成し、百メートル競争、跳躍、砲丸投、八百メートル・リレー等を実
施している（30）。参加者を一般市民と学生に分けた理由は、競技練習の環境や熟達に違いが
あるため、市民が不利にならないように、という配慮による（31）。1929年に明治神宮外苑競技
場で開催された第6回大会の参加者数は、千名を超えた（32）。陸上競技大会と水上競技大会の
二つの大会が定着しつつあったが、予算緊縮のため、1931年度以降は中止された。
　なお、⑤講演会は、専門家による体育、衛生、欧米体育動向等の解説や、極東競技大会に
関する記念講演を開催し、体育思想の普及を目指すものである。聴講できない市民のために、
講演内容を小冊子にまとめた『市民の体育』を刊行している（33）。また、東京市が、1924年
に「市民の体育の振興するに足る可き標語」（体育振興標語）を公募したところ、二万通近い
応募があった。審査の結果、一等は石橋春子の「一市民一運動」に決まり、電車内のポスター
等で広く掲示している（34）。「文書による宣伝は正確に伝え得ること、後日に残り効果に永続
性あること、特にポスターは寸言克く意神を穿つものある点に於て、現代有力なる宣伝方法
として認めらる。又社会教育資料募集にあたりては、募集文の発表其のものが一般に警告を
暗示し、応募者への印象極めて強く、発表に依つて更に万人の注意を惹起する点に於て三重
の効果を挙げ得る」（35）と市は認識している。さらに、1926年、東京自治会館で「体育と衛生
の展覧会」を開催し、市の将来の体育計画や、市民体育事業の写真等を陳列・公開した（36）。
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これらの市民体育思想の普及の様々な取り組みは、学校を中心とする体育と、日々の暮らし
を営む市民の間の溝を埋めるもので、なぜ体育が必要で、どのような効果があるのか、を市
民の目線でわかりやすく伝えることを重視している。
　他方、民衆体育の実践指導の系譜に当たる④出張指導は、市内の会社や工場等の要望があ
る場合、講師が現地に出向き、体育指導を行う事業である。1926年3月に出張した東京電燈株
式会社が、その最初であった（37）。以降、戸山学校、深川区青年団、三菱倉庫会社、早稲田
市電車庫等に出張したが、例えば、1929年の場合、「会社、工場に於ける体育施設を調査し、
店員職工等の健康を図る為、体育施設の完備を奨励すると共に、体育の実際指導をなす、年
約一四〇回に上る」（38）と報告がある。職住が必ずしも一致するわけでなく、社会的流動性の
高い大都市において、職場を体育指導の拠点の一つに据えた試みだった。
　以上のように、東京市は、運動競技の講習会・競技会、体育や衛生の講演会、広報活動、
展覧会等の多種多様な方法を駆使し、学校・学生に体育を限定する社会の意識改革を促すと
ともに、職場での実践指導で、体育の民衆化と生活化を目指した。その中で、とりわけ、市
が「相当重要性あるもの」（39）と力を入れたのが、④夜間体育実行会である。
　②　「夜間体育実行会」の実施状況
　「夜間体育実行会」は、出張指導と並ぶ、実践指導であり、その計画は、次のように報じ
られている。「復興途上にある市民の健康を増進させて確固たる生活の基礎を築き上げやうと
いふので東京市では今度夜間体育実行会といふ面白い会を開くことになった。これは運動場
や指導者の無い者や虚弱な体質者の為めに最も合理的な誰にも出来る面白い体操や遊戯を選
び健康法として課するのである」（40）。運動競技の講習会とは異なり、日頃、運動に疎遠にな
りがちな市民に届けようとする実践で、就業後の夜間に、親しみやすい体操や運動の機会を
継続的に提供することをねらいとしていた。対象は、14歳以上の市民であり、住所・氏名・
年齢・職業・希望会場を明記して、市に申し込むことで、無償で入会できる開放的な仕組み
だった。また、会の徽章があり、全体の3分の2以上の出席者に修了証を授与する等、会員の
組織化が図られていった（41）。
　第1回「夜間体育実行会」は、1925年10月から翌年3月まで、毎週水曜日の18時半より、番
町小学校で開催された（42）。その後、約17年間にわたって継続され、戦前東京市を代表する
市民体育事業の足跡を遺した（43）。表1は、1920 ～ 30年代の「夜間体育実行会」の実施状況
を整理したものである。小学校を主に活用した会場は、徐々に拡大し、市内の8校に及んで
いる。各会場で曜日を固定し、週一回のペースで実施しており、年間で20回を越えることが
少なくなかった。時間は、市民の便宜を図り、就業後の夜間の一時間半ないし二時間を設定
した。会場数が増える一方で、一回平均の参加者数は50 ～ 60人で推移しており、また、参
加者を「会員」と呼んだことから、同志的組織の性格がうかがえる。また、種目の中心は、
体操と遊戯だったが、1930年に女子部を創設し、体育ダンスを導入した。三橋は、「体操に
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1920 ～ 30 年代の市民体育の形成過程と体育指導者の特質
は体操としての特徴があり、簡易遊戯にはそれの持つ意味があり、又競技には競技としての
本質がある。又体操の中でも各々の運動にその存在的意味があり、其の他の簡易遊技にあれ、
動作遊戯、行進遊戯、『ダンス』、個人競技、団体競技にあれ、又同様である」（44）と述べてお
り、それぞれの運動の価値を認めていた。現場では、跳箱や肋木等も取り入れながら、柔軟
に対応していた（45）。
　なお、本稿の検討対象時期の15年間の会場を確認すると、鞆絵小学校が14回、御徒町小学
校が11回充てられており、明確な拠点性が認められる。また、駒本小学校は6回、四谷第五
小学校、千代田小学校と東川小学校は5回、そして、番町小学校、牛込高等小学校と四谷第
三小学校は4回であり、これらの9校が中核的役割を果たしたことがわかる。関東大震災で焼
失した東京市立小学校は196校中、117校に及び、市は、耐震耐火構造の鉄筋コンクリート3
階建ての復興小学校の建築を進めていた。上記の9校の内、4校が復興小学校である。拠点校
の鞆絵小学校は1924年、御徒町小学校は1926年に完成し、最も早い時期のものだった。そし
て、東川小学校は1927年、千代田小学校は1929年に完成し、間もなく会場に選ばれていった。
　復興小学校は、一学級あたりの校地を拡張し、校舎内に特別教室数を増やした他、児童や
市民のために、51 ヶ所の隣接小公園を整備する等、大規模な計画に基づいていた（46）。そし
て、屋内運動場については、次のように考慮しており、注目される。「屋内運動場と云ふのは、
雨天の体操場でもあり、又、狭隘な屋外運動場の延長でもあり、一面、講堂、集会所、講演
会場でもあり、その機能は頗る多い。屋内運動場が社会的に公開された時の機能だけを、事
実に就いて調べて見ると、青年団、処女会、在郷軍人会、各種教育講習会、区内有志修養会、
婦人講座、各種講習会、税法講演会、防疫衛生其他各種の映画講演会、市民体育講習会等で
…東京市では、教育程度が小学校であり、一方には、別に運動場があると云ふ点と、小学校
設備を努めて公開したいといふ二点とに基き、講堂としての使途に優先権を与へ、傍ら之に
簡易な懸垂運動器具と肋木位を設備して、体育場にも兼用せしむる事としてゐる」（47）。復興
小学校の整備を担当した古茂田甲午郎は、他の学校を比較した、小学校建築の本質として、
分布が細かく、公共的集会場に選ばれやすいこと、開校地に小学校卒業者が多いこと、社会
教育が活発になっている点を挙げ、社会的機能の価値を指摘した（48）。古茂田が、「積極的な
市民体育衛生の方面に向かつてであるが、唯一の共同保健施設として相当貢献して居る」（49）
と言及したように、東京市の小学校建築が、「夜間体育実行会」を支える一つの条件になっ
ていた、と考えられる。
　なお、復興小学校以外の会場校について、1924年に新校舎を完成させた番町小学校は、耐
震耐火構造の学校建築の先駆をなすものとして、全国的に注目されていた（50）。そして、1934
年に建て替えられた四谷第五小学校は、屋外運動場が800坪、屋内運動場が145坪もあり（51）、…
旧市部の平均の407坪、95坪をそれぞれ大きく上回っている（52）。関東大震災後、市民体育の
利用を想定した施設・設備を有する小学校が整備される中で、「夜間体育実行会」に適する
小学校を選択し、順次会場に充てたのである。
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年度 種類 会場 開催日 回数 種目 会員数 講師
1925 番町小学校 10月～ 3月（毎週水曜日） 21 体操、遊戯 毎回平均70 ～ 150人 三橋喜久雄他
1926 番町小学校 5月～ 10月（毎週水曜日） 17 体操
毎回平均60人
三橋喜久雄
鞆絵小学校 11月～ 3月（毎週水曜日） 17 体操 三橋喜久雄
駒本小学校 1月～ 3月（毎週月曜日） 9 体操 星野義人
1927 駒本小学校 4月～ 3月（毎週月曜日） 28 体育の実際指導 各会場一回平均60人 市講師鞆絵小学校 4月～ 3月（毎週水曜日） 29 体育の実際指導
1928 駒本小学校 5月～ 3月（毎週月曜日） 26 体操、遊戯 各会場一回平均70人 市講師鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日） 26 体操、遊戯
1929 御徒町小学校他 5月～ 11月（毎週月・水・金曜日） 60 体操、遊戯 計380人 三橋義雄、藤本光清他
御徒町小学校 12月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00 12 体操、遊戯 計677人 三橋義雄
鞆絵小学校 12月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 12 体操、遊戯 計538人 藤本光清
小石川隣保館 12月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 13 体操、遊戯 計397人 三橋義雄
1930 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日） 29 体操、遊戯
各会場一回平均60人 三橋義雄、藤本光清他鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日） 28 体操、遊戯奉明小学校 5月～ 3月（毎週木曜日） 29 体操、遊戯
女子部 番町小学校 5月～ 3月（毎週金曜日） 29 体操、遊戯
1931 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00 29 体操、遊戯
各会場一回平均60人 三橋義雄、藤本光清他
女子部 番町小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 29 体操、遊戯
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 29 体操、遊戯
第一東京市立中学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 26 体操、遊戯
昭和小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 26 体操、遊戯
千代田小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 29 体操、遊戯
1932 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:00 ～ 20:00 27 体操、遊戯
各会場一回平均60人 三橋義雄、藤本光清他
女子部 牛込高等小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:00 ～ 20:00 28 体育ダンス
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:00 ～ 20:00 27 体操、遊戯
駒本小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:00 ～ 20:00 26 体操、遊戯
奉明小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:00 ～ 20:00 26 体操、遊戯
千代田小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:00 ～ 20:00 26 体操、遊戯
1933 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00 13 体操、遊戯
各会場一回平均54人
三 橋 義 雄、 藤 本 光 清、
紅 林 武 男、 森 岡 盛 久、
坂田伊勢生、渡邊政雄、
岩崎重太郎、西村武夫
女子部 牛込高等小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 12 体育ダンス
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 11 体操、遊戯
駒本小学校 6月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 13 体操、遊戯
四谷第一小学校 6月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 12 体操、遊戯
千代田小学校 6月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 12 体操、遊戯
1934 御徒町小学校 6月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
各会場一回平均56人
紅林武男、坂田伊勢生、
橋本明雄、岩崎重太郎、
西 村 武 夫、 武 信 音 市、
森岡盛久
女子部 牛込高等小学校 6月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 体育ダンス
鞆絵小学校 6月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
駒本小学校 6月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
四谷第五小学校 6月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
第二瑞光小学校 1月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
入新井第一小学校 1月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
1935 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:00 ～ 20:00 25 体操、遊戯
各会場一回平均58人
紅林武男、坂田伊勢生、
橋本明雄、岩崎重太郎、
西 村 武 夫、 武 信 音 市、
森岡盛久
第二瑞光小学校
5月～ 7月（毎週火曜日）18:00 ～ 20:00
10 ～ 11月（毎週金曜日）18:00 ～ 20:00
15 体操、遊戯
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:00 ～ 20:00 24 体操、遊戯
東川小学校 6月～ 3月（毎週木曜日）18:00 ～ 20:00 23 体操、遊戯
入新井第一小学校 5月～ 11月（毎週金曜日）18:00 ～ 20:00 15 体操、遊戯
四谷第五小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:00 ～ 20:00 25 体操、遊戯
女子部 四谷第三小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:00 ～ 20:00 25 体育ダンス
1936 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00 25 体操、遊戯
第二瑞光小学校
5月～ 7月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00
10月～ 11月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00
15 体操、遊戯
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 24 体操、遊戯
東川小学校 6月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 23 体操、遊戯
入新井第一小学校 5月～ 11月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 15 体操、遊戯
四谷第五小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 25 体操、遊戯
女子部 牛込高等小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 25 体育ダンス
1937 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:30 ～ 20:00
156
体操、遊戯
各会場一回平均50人 各会場に一人の講師
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
入新井第一小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
東川小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
四谷第五小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
女子部 四谷第三小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 体育ダンス
1938 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）18:00 ～ 20:00 体操、遊戯
計28,800人
四谷第五小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:00 ～ 20:00 体操、遊戯
鞆絵小学校 5月～ 3月（毎週水曜日）18:00 ～ 20:00 体操、遊戯
千代田小学校 5月～ 3月（毎週木曜日）18:00 ～ 20:00 体操、遊戯
東川小学校 5月～ 3月（毎週金曜日）18:30 ～ 20:00 体操、遊戯
女子部 四谷第三小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）18:30 ～ 20:00 体育ダンス
1939 御徒町小学校 5月～ 3月（毎週月曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
計7,000人
千代田小学校 5月～ 12月（毎週火曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
鞆絵小学校 5月～ 12月（毎週水曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
錦華小学校 5月～ 12月（毎週水曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
京橋昭和小学校 5月～ 12月（毎週木曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
東川小学校 5月～ 12月（毎週金曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
四谷第五小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）19:00 ～ 20:30 体操、遊戯
女子部 四谷第三小学校 5月～ 3月（毎週火曜日）19:00 ～ 20:30 体育ダンス
表1　「夜間体育実行会」の実施状況（1925年度～ 1939年度）
出典）… …東京市役所『東京市教育局社会教育課事業概況』、東京市役所『東京市教育概要』、東京市役所『東
京市事務報告書』各年版から筆者が作成。空欄はデータがないため、不詳。
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　③　体育指導者の特質
　会場と並んで、大きな課題となったのは、体育指導者の確保である。先に言及した社会教
育課の構想でも、市民体育指導員の養成や民衆体育指導方法の諸研究が挙がっていた。「夜間
体育実行会」の最初の講師は、三橋の兄喜久雄である。喜久雄は、鳥取県師範学校卒業後、
同校教諭を経て、1914年、東京高等師範学校助教授に就いた体育の専門家だった。1921年か
ら3年間にわたり、文部省の留学生として、欧米に在留研究し、1927年に体育の理論と実践
を研究する三橋体育研究所を創設して、独自の立場から、日本の体育全般の振興を目指し…
た（53）。喜久雄は、戦前期の体育改革運動の拠点校の一つであった成城小学校との接点があ
る等（54）、学校体育の深い造詣と現場への影響力を持っていた。他方、社会体育分野への関
心も示し、体育の民衆化・生活化の価値を認識して、以下のように主張している。「民衆生活
と直接の交渉を持った体育でなければならない。これは既に出来上がつた体育ではなくて、
これから出来上がらんとしつつある体育である。即ち其の個人民衆の生活に伴ひ、それより
起こり出づる体育でなくてはならぬ。生活の外に体育を行ひ、生活の閑暇を体育に遊び、生
活の間を体育に過すと云ふ二重生活的錯誤を投げ棄てて、生の内に体育を発見し、日常生活
即体育生活たらしめねばならぬ」（55）。実際、喜久雄は、「夜間体育実行会」以外でも、東京
市の市民体育に関わる講演会や行事等で、講師を度々引き受けており、弟を支えていった。
　三橋兄弟と連携し、1930年代前半まで「夜間体育実行会」の講師役を担ったのが、藤本光
清である。藤本は、1889年に三橋兄弟と同郷の鳥取県に生まれ、鳥取県師範学校卒業後、熊
本第一師範学校等に勤務した。そして、1923年8月から1934年6月まで東京市役所に務めてお
り、1929年3月には社会教育課の教化施設係長等に就き、映画、体育、音楽、青年団等の社
会教育の分野を開拓する役割を果たした（56）。その職務は広範囲にわたったが、国民保険体
操（ラジオ体操）の考案委員でもあり、「体育の民衆化」は東京市時代の藤本が最も尽力し
た領域の一つだった。藤本は、「現在の体育界は概して余りに選手主義に捉はれてゐると思
ひます、優秀なる選手をつくることも無論必要でありますが、真に国民本位の向上を図ろら
うとすれば、体育そのものがモツトモツト一般社会化民衆化されなければならぬ」（57）と強調
し、「体育の民衆化」の具体策である「夜間体育実行会」が軌道に乗るまでの間、貴重な貢
献をなした。
　会場の増設は、より多くの体育指導者の確保を必要とした。やがて、三橋や藤本に代わり、
二人の下で助手を務めていた紅林武男等が、体育指導者となった。三橋と藤本が現場から離
れた1934年度の講師は7名いるが、森岡盛久（58）以外の6人は三橋体育研究所の所員であった。
所長の喜久雄は、この内、紅林、坂田伊勢生、岩崎重太郎、西村武夫、武信音市を「弟子」
と呼んでいる（59）。同研究所の中心メンバーとして、喜久雄とつながりの深い所員たちが、「夜
間体育実行会」の現場を支えていくのである。各所員の経歴や研究課題は様々だが、研究所
での理論や実践の研究を通じて、三橋の形式主義を排する体操論や、喜久雄の「日常生活即
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体育生活」論は共有されていた、と考えられる。所員の西村は、「主体である運動者の身体
を離れて、形式のみを考へた形式のための形式である様な結果に陥ってはならぬ。如何なる
運動であらうと、体操としての運動は、其の運動者自身によつて構成生成されるもので、運
動者自身をぬきにして考へることの出来ない」（60）と体操の要点を把握している。
　「夜間体育実行会」は、体育や運動への関心を持つ14歳以上の全ての市民に開かれていた…
（図2）。その現場の様子について、次の報告がある。「集まる会員は銀行員、会社員、官吏、
店員、職工等、殆んど社会の各階級を網羅してゐる観がある。是等の人々は何れも昼間一定
の職を有し、而も夜間わざわざ体育の実行に馳せ参ずる熱心家のみである。即ち健康の増進
上体育の必要を感じつつも、実行するに適当な場所がなく、且指導者もなく、さりながらや
むにやまれぬ萌ゆるが如き体育の励行に心から邁進せんとする有志である丈けに、その熱心
否その真剣なる態度に対しては、見る者一人として感激せざるはない有様である」（61）。ここ
から、様々な社会的・経済的背景を持つ市民が、夜間に積極的に参加していたことがわかる。
さらに、以下の記述には、参加者の年齢の幅が極めて広かったことや、日常生活に密着しな
がら、参加者の地縁的関係が促されていたことが示されている。「毎水曜日の夜、殆んど欠席
なしにやつて来て、頭髪半白のおまけに少し背の曲りかかつた此老人が、若い者と一緒にな
図2　「夜間体育実行会」の現場
出典）… …東京市役所『家庭体操』1926年。番町小学校を会場とする夜間体育実行会の会員の集合写真である。
様々な市民層が参加していた。
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つて毎回真剣に体操をやつてゐる。見る者一人として感激せざるはない。而も篠崎翁は自分
の体験から是非一人でも多く同志を集めたいといふので、附近のおかみさんやお爺さん練習
をよく連れてくる。現に、林、鈴木といふ何れも五十八才になる方、曽根原といふ五十二才
になる方なぞ、熱心なる体操励行者となつていつも嬉々としてやつてゐる」（62）。このように、
「夜間体育実行会」は、体育と距離のあった市民を惹き付けており、体育のすそ野の拡大に
成功した、と言えるだろう。
　その一方で、市民の経済的・社会的背景と年齢の多様性のため、また、入退会が自由な組
織であることから、参加者の継続期間や習熟の差は広がっていった。そのため、講師の指導は、
決して容易ではなかった。三橋は、この点について、「五年、十年と続けてゐるので、そう
言ふ人はもう立派に専門的な、指導者となつてゐるわけです。会員は途中からでも申込んで、
希望者は初歩からやつてくる訳ですが、十年の人もゐるし、四、五年の人もゐる、それから
昨日入つた人もゐるといふ具合で、学校で言へば複式教授ですね。それも一人一人別にする
複式中の複式と言ふわけで、指導が非常にむずかしい」（63）と語っている。一回あたりの平均
参加者数が、約50 ～ 60人であったことは、講師と市民の人格的接触やきめ細かい対応を可
能にするもので、「複式中の複式」の指導に不可欠の要素であった。
　社会的な広がりの中で、体育を再構成する担い手として、東京市は、市民と体育の間の溝
を埋める体育思想の普及に努めつつ、最も体育を必要とするが、体育に縁遠い市民層を対象
とする「夜間体育実行会」を開発し、実践指導を試みた。体育のすそ野は広がるが、市民の
日常生活に近づくほど、各自の属性や習熟度等の影響を受けやすくなり、指導のあり方は多
様化した。戦時体制への移行に伴い、国家的基準性が強められる中で、三橋兄弟、藤本や三
橋体育研究所の所員は、市民体育の趣旨を理解し、体育指導の形式主義を避けて、参加者が
生活の内側から体育を実践できるように尽力したことで、大都市に適した事業を先駆的に開
拓した、と考える。
おわりに
　本稿は、社会教育の領域で、市民体育政策を本格的に展開した1920 ～ 30年代の東京市に
着目し、市が、最も重視した市民体育事業である「夜間体育実行会」の形成過程と体育指導
者の特質を考察した。検討の結果、次の点が明らかになった。
　第一に、東京市の市民体育政策は、体育の専門家である三橋の採用から始まった。三橋は、
約20年間にわたって、この分野の中心的な担い手であった。三橋は、体育の民衆化と生活化
の論理に基づき、市民体育を開拓したが、そこには、市の命で視察した欧米大都市体育の動
向が反映されていた。また、対象の心身の発達等を重視する体操研究の成果が、市民向けの
各種体操の開発に結び付いた。
　第二に、「夜間体育実行会」は、生活と体育との間に溝のある市民を対象とする実践指導
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であった。種目は、体操と遊戯が中心であり、その後、女子対象の体育ダンスを配した。会
場は増加し続けたが、一回あたりの平均参加者は、約50 ～ 60人を維持し、年間を通じて、
継続的に出席していた。関東大震災後、市民体育の利用を想定し、整備された地元の復興小
学校等を拠点にしたことは、就業後に参加した地域住民の交流を促した。
　第三に、市民体育の意義やこの事業の趣旨を理解する三橋兄弟、藤本光清及び三橋体育研
究所の所員等が、体育指導者の役割を担った。参加者の日常生活に近づくほど、市民の経済
的・社会的背景、習熟度や年齢等の影響を受けやすく、体育指導は容易ではなかった。しか
し、三橋兄弟等は、市民生活の多様性を理解し、参加者が生活の内側から体育を実践できる
ように支援したことで、大都市に適する先駆的な実践を実現した。
附記）本研究は、JSPS科研費…JP16K04568の助成を受けたものである。
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1920 ～ 30 年代の市民体育の形成過程と体育指導者の特質
Formation of Community Physical Education and 
Characteristics of Physical Educators in the 1920s 
and 1930s: With a Focus on the “Evening Meeting for 
Physical Education” in the City of Tokyo
SEKI,…Naoki
　　This…thesis…was…undertaken…in…order…to…clarify…the…formation…of…community…physical…
education…and… the…characteristics… of…physical… educators… in… the…1920s…and…1930s…with…
a… … focus…on… the…“evening…meeting… for…physical…education”…under… the…city…of…Tokyo.… It…
was…a… representative… instance…of… community…physical… educational…work… in… the…Tokyo…
municipality.…The…following…results…were…obtained.
　　First…of…all,…the…policy…of…the…Tokyo…municipality…began…at…the…employment…of…Yoshio…
Mihashi…as…special…staff.…Mihashi…examined…the…trend…of…metropolitan…physical…education…in…
Western…countries,…and…managed…the…“evening…meeting…for…physical…education”…based…on…
the…theory…of…popularization…and…materialization…of…conventional…physical…education.
　　Second,… the…main… events…were…gymnastics… and…game,… and…gymnastic… dance… for…
women…was…placed…later.…While…the…venues…continued…to…increase,…the…average…number…of…
participants…maintained…about…50-60…per…a…meeting.…The…use…of… local…elementary…schools…
served…to…foster…mutual…friendship…among…neighboring…residents…who…attended…after…their…
working…hours.
　　At… last,… the…Mihashi…brothers,…Mitsukiyo…Fujimoto…and… the… staffs… at… the…Mihashi…
Laboratory… for… the…Study…of…Physical…Education… took…on… the… responsibility… of… acting…
as…physical… educators.…Since… the… social… and…economic…background,… age…and…degree…of…
achievement…of…participants…were…considerably…diverse,… they…captured… the…variety…of…
people’s…lives,…and…actualized…the…pioneering…work…suitable…for…a…great…city.
Key…words:…Yoshio…Mihashi,…evening…meeting…for…physical…education,…community…physical…
education,…The…Mihashi… Laboratory… for… the… Study… of… Physical…Education,… physical…
educators
